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４
期
目
の
は
た
ら
け
る
場

へ
送
っ
て
い
た
だ
き
、
し
っ

か
り
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
！

平
成
25
年
３
月
議
会
一
般
質
問

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

１
．
大
地
震
の
発
生
に
つ
い
て

２
．
大
地
震
発
生
時
の
対
応
に

　
　

つ
い
て

３
．
大
地
震
発
生
時
の
負
傷
者

　
　

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

　

私
が
香
芝
市
議
会
議
員
と
し
て
活

動
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

私
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。私
に
は
姉
が
お
り
ま
す
。

正
し
く
は
、
お
り
ま
し
た
。

姉
は
私
が
生
ま
れ
る
前
に
幼
く
し
て

短
い
一
生
（
５
歳
）
を
終
え
ま
し
た
。

　

私
は
彼
女
が
生
き
て
い
れ
ば
、
生

ま
れ
て
く
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
の
こ
の
奇
遇
な
命
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
に
よ
っ
て
、
私
は
「
私
が
生

ま
れ
た
意
味
」
を
考
え
、
生
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
何
の
為
に
誰
の
為
に
生

き
て
行
く
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
今
、
命
あ
る
小
さ
な
こ
ど
も
た

ち
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
小
さ
な
「
香
芝
市
民
」
の
た
め

に
生
か
そ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

幼
く
し
て
命
を
落
と
し
た
姉
の
た

め
に
も
。

               　
　
　
　

小
西　

高
吉

http://konishinara.jp/

問　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
経
ち
、
香
芝
市
で
も
い

　
　

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大
地
震
の
情
報
収
集

　
　

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？

答　

奈
良
県
で
は
、
震
度
６
弱
の
地
震
が
30
年
以
内
に

　
　

発
生
す
る
確
率
は
70
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。
気
象

　
　

庁
が
発
表
す
る
地
震
情
報
や
県
の
研
修
会
等
で
地

　
　

震
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
。　
【
危
機
管
理
官
】

問　

大
地
震
の
発
生
時
の
各
部
の
対
応
は
？

答　

発
生
時
の
時
間
帯
に
よ
っ
て
異
な
る
。
職
員
の
勤

　
　

務
時
間
内
か
時
間
外
に
よ
っ
て
、
人
員
配
置
も
変

　
　

わ
っ
て
く
る
。

　
　

救
援
班
＝
市
内
の
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

　
　
　
　
　
　

師
会
と
大
災
害
時
の
救
護
体
制
や
医
薬

　
　
　
　
　
　

品
の
確
保
、ト
リ
ア
ー
ジ
後
の
措
置
等
。

　
　

環
境
班
＝
協
定
機
関
と
調
整
し
つ
つ
応
急
食
糧
の

　
　
　
　
　
　

調
達
。

　
　

給
水
班
＝
イ
ン
フ
ラ
被
害
調
査
と

　
　
　
　
　
　

避
難
所
や
家
庭
へ
の
飲

　
　
　
　
　
　

料
水
供
給
体
制
を
確
保
。

　
　

被
害
調
査
班
＝
後
々
に
罹
災
証
明
が
必
要
と
な
る

『
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』

１
．
大
地
震
の
発
生
に
つ
い
て

香
芝
市
で
最
大
震
度
６
強
！

　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
、
一
般
民
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
状
況
の
調
査
等
。

　
　

調
査
復
旧
班
＝
救
急
車
や
消
防
車
及

　
　
　
　
　
　
　
　

び
物
資
輸
送
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　

の
道
路
確
保
は
不
可
欠
で
、
緊
急
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

送
道
路
の
被
害
状
況
の
調
査
や
早
期

　
　
　
　
　
　
　
　

の
復
旧
に
着
手
。

　
　

避
難
所
班
＝
学
校
教
育
施
設
の
被
害
状
況
の
調
査
及

　
　
　
　
　
　
　

び
早
期
復
旧
に
着
手
、
避
難
所
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

各
学
校
へ
集
合
す
る
市
民
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　

協
定
機
関
と
調
整
し
つ
つ
避
難
所
を
早

　
　
　
　
　
　
　

期
開
設
、
学
校
教
諭
、
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　
　

と
共
に
管
理
運
営
の
準
備
体
制
の
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
危
機
管
理
官
】

問　

避
難
者
が
避
難
所
に
着
い
て
一
番
に
す
る
事
は
、
ト

　
　

イ
レ
に
行
き
た
い
そ
う
だ
。
ト
イ
レ
の
確
保
は
？

答　

水
洗
が
使
用
出
来
な
い
場
合
に
、
屋
外
で
も
可
能
な

　
　

簡
易
の
洋
式
ト
イ
レ
を
年
次
的
に
購
入
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
部
長
】

問　

教
育
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
必
要
だ
と
思
う
が

　
　

早
期
に
改
善
す
る
考
え
は
？

答　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

　
　

て
い
る
。
関
係
部
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
早
期
に

　
　

進
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
長
】

問　

飲
料
水
の
確
保
は
？

答　

今
泉
配
水
場
で
２
２
，
５
０
０
ｔ
、
畑
配
水
場
で
５
，

　
　

０
０
０
ｔ
、
高
区
配
水
場
で
１
，
２
０
０
ｔ
及
び
耐

　
　

震
性
緊
急
貯
水
槽
を
８
箇
所
設
置
予
定
。
プ
ー
ル
浄

　
　

水
器
を
４
箇
所
、
県
営
水
道
か
ら

　
　

の
応
急
給
水
所
を
４
箇
所
、
浄
水

　
　

器
、
給
水
タ
ン
ク
、
給
水
袋
等
を

　
　

準
備
。　
　
　
　
【
上
下
水
道
部
長
】　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
早
期
に
！

２
．
大
地
震
の
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て



問　

避
難
所
へ
の
道
路
の
確
保
は
？

答　

現
在
、
市
内
に
は
25
箇
所
の
指
定
避
難
所

　
　

が
あ
る
。
避
難
経
路
の
指
定
は
し
て
な
い
。

　
　

避
難
道
路
に
つ
い
て
は
各
自
主
防
災
組
織

　
　

と
確
認
行
為
を
重
ね
て
い
き
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
危
機
管
理
官
】

問　

救
援
物
資
等
の
輸
送
路
の
確
保
は
？

答　

狭
隘
道
路
を
拡
幅
す
る
た
め
、
建
物
の
建

　
　

て
替
え
や
取
り
壊
し
等
に
注
視
し
、
道
路

　
　

拡
幅
の
た
め
地
権
者
と
交
渉
を
重
ね
、
少

　
　

し
づ
つ
で
は
あ
る
が
年
々
道
路
拡
幅
が
進

　
　

ん
で
い
る
。
加
え
て
建
築
物
の
倒
壊
に
よ

　
　

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
人
命
へ
の
危
害
を
防

　
　

止
す
る
た
め
、
被
災
建
築
物
・
宅
地
応
急

　
　

危
険
度
判
定
士
の
養
成
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
建
設
部
長
】

問　

阪
神
大
震
災
の
場
合
、
火
災

　
　

に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出

　
　

た
。
火
事
の
消
火
に
当
た
る

　
　

消
防
団
の
機
庫
が
狭
い
道
路

　
　

に
面
し
、
家
屋
の
崩
壊
に
よ

　
　

り
道
路
が
通
れ
な
く
な
り
出

　
　

動
出
来
な
い
と
思
う
。
道
路
幅
が
広
い
場

　
　

所
に
移
転
す
る
考
え
は
？

答　

今
後
の
大
災
害
を
想
定
し
、
道
路
幅
の
広

　
　

い
場
所
へ
機
庫
を
設
置
す
る
の
が
望
ま
し

　
　

い
と
考
え
る
が
、
財
政
状
況
や
今
後
の
防

　
　

災
拠
点
の
在
り
方
を
総
合
的
に
計
画
し
て

　
　

い
く
必
要
が
あ
る
。
指
摘
内
容
を
視
野
に

　
　

入
れ
、
防
災
行
政
を
展
開
し
て
い
く
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
民
生
活
部
次
長
】

問　

駅
前
広
場
は
、
広
い
道
路
に
面
し
て
い
る

　
　

が
、
駅
前
に
移
転
す
る
考
え
は
な
い
の
か

答　

今
後
、
検
討
の
一
つ
と
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
香
芝
市
長
】

問　

建
物
の
倒
壊
等
に
よ
り
、
下
敷
き
等
で
負

　
　

傷
者
が
出
た
場
合
の
受
け
入
れ
病
院
等
の

　
　

確
保
は
？

答　

香
芝
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
負
傷

　
　

者
の
生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
医
療
救
護

　
　

体
制
を
確
率
し
応
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と

　
　

を
目
的
に
、
昨
年
の
11
月
に
市
内
の
医
師

　
　

会
や
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
会
合
を

　
　

持
ち
、
災
害
医
療
協
定
の
締
結
に
向
け
て

　
　

打
合
せ
を
行
っ
た
。
大
地
震
の
場
合
に
は

　
　

市
内
の
建
物
が
最
大
で
約
４
千
棟
が
全
壊

　
　

す
る
と
見
込
ま
れ
、
負
傷
者
は
１
万
人
を

　
　

超
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
重
傷
者
も

　
　

多
く
、
市
内
３
病
院
や
拠
点
病
院
で
あ
る

　
　

高
田
市
立
病
院
、
県
立
医
大
附
属
病
院
の

　
　

み
で
は
物
理
的
に
対
応
は
難
し
く
、
大
阪

　
　

府
下
、
近
畿
圏
内
の
病
院
ま
で
受
け
入
れ

　
　

先
を
拡
大
し
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
危
機
管
理
官
】

問　

負
傷
者
の
中
に
は
、
小
さ
な
子
供
も
含
ま

　
　

れ
る
。
そ
ん
な
中
、
市
内
に
は
子
供
が
入

　
　

院
出
来
る
病
院
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

答　

災
害
時
に
は
、
足
り
な
い
認
識
を
し
て
い

　
　

る
。
一
つ
は
、
民
間
の
病
院
の
協
力
（
誘

　
　

致
）、
樟
蔭
の
跡
地
に
医
科
大
の
誘
致
。

　
　

二
つ
目
は
、
病
床
数
の
問
題
、
医
師
会
と

　
　

の
連
携
。
常
に
必
要
性
を

　
　

訴
え
る
。
情
報
収
集
と

　
　

発
信
が
必
要
。【
市
長
】

３
．
大
地
震
発
生
時
の
負
傷
者
の
受
け

　
　
　
　

入
れ
（
病
院
）
体
制
に
つ
い
て

香
芝
市
に
子
ど
も
が
、

　

入
院
出
来
る
病
院
が
な
い
！
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